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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
多くの大学では年々予算が削減され、加えて雑誌価格の高騰で重要な雑誌の購入が難しい。
さらに、日本では世界のOA推進に対して遅れをとり、ガラパゴス化が進んでいる。。。
また、内閣府の
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・プラットフォーム
・研究者やユーザーのフィードバック
・大学図書館への影響
・対応過程
・インフラ整備
　・研究者へのガイダンス
・プラットフォーム
・研究者やユーザーのフィードバック
・大学図書館への影響
・対応過程
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・研究者への説得材料
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